御堂関白記におけるヨミの通用について by 安田 博重 & Hiroshige Yasuda
ヨ
ミ
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
安
田
博
重
は
じ
め
に
こ
れ
ま
で
、
藤
原
道
長
自
筆
の
御
堂
関
白
記
に
は
誤
字
脱
字
が
多
く
、
そ
し
て
そ
の
修
正
跡
も
ま
た
多
い
、
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
⑴
。
御
堂
関
白
記
の
自
筆
本
に
お
い
て
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
規
範
的
表
記
⑵
と
は
異
な
る
変
則
的
表
記
が
目
に
つ
き
や
す
い
こ
と
は
、
調
べ
て
み
る
と
確
か
に
そ
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、
塗
抹
に
よ
る
抹
消
や
、
重
ね
書
き
に
よ
る
訂
正
等
は
特
に
印
象
に
残
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
、
誤
り
や
修
正
跡
が
多
い
、
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
も
致
し
方
無
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
感
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
道
長
個
人
の
性
格
や
表
記
の
能
力
の
実
態
を
表
す
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
御
堂
関
白
記
に
の
み
当
て
は
ま
る
も
の
で
も
な
い
。
現
代
の
我
々
の
表
記
活
動
を
観
察
し
て
み
る
と
、
同
じ
よ
う
な
点
は
多
く
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
文
章
を
書
こ
う
と
す
る
時
、
特
に
、
そ
の
草
稿
段
階
に
お
い
て
は
、
書
こ
う
と
す
る
内
容
を
頭
に
思
い
描
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
次
か
ら
次
へ
と
「
こ
と
ば
」
化
し
、
記
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
、
語
順
や
文
字
な
ど
を
全
く
間
違
え
る
こ
と
な
く
、
脇
道
に
も
逸
れ
ず
に
筋
の
通
っ
た
文
章
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
極
め
て
短
い
文
章
な
ら
ば
と
も
か
く
、
普
通
は
推
敲
を
重
ね
、
修
正
を
加
え
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
な
作
業
は
誰
も
が
行
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
況
や
道
長
の
場
合
は
漢
文
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
二
五
（
正
格
の
漢
文
で
は
な
い
、
所
謂
変
体
漢
文
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
）
で
記
し
て
お
り
、
誤
謬
と
そ
の
訂
正
を
繰
り
返
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
ま
た
、
変
則
的
表
記
の
う
ち
、
特
に
略
記
を
生
み
だ
す
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
具
注
暦
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
日
記
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
々
が
手
帳
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
書
き
込
む
の
に
似
て
い
る
。
初
め
は
丁
寧
に
一
つ
ず
つ
書
い
て
い
た
と
し
て
も
、
何
度
も
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
言
葉
な
ど
は
、
あ
る
時
点
か
ら
往
々
に
し
て
略
記
さ
れ
た
り
記
号
化
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
略
記
さ
れ
た
り
記
号
化
さ
れ
た
り
し
た
「
こ
と
ば
」
は
、
文
章
を
書
く
た
め
の
、
所
謂
一
般
的
な
表
記
と
い
う
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
特
殊
な
表
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
御
堂
関
白
記
も
他
の
男
性
貴
族
の
日
記
も
、
ひ
い
て
は
現
代
の
我
々
の
ノ
ー
ト
や
メ
モ
で
す
ら
も
「
こ
と
ば
の
表
記
の
方
法
」
と
い
う
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
差
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
御
堂
関
白
記
が
他
の
日
記
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
誤
字
脱
字
や
修
正
跡
も
生
々
し
い
草
稿
の
ま
ま
の
自
筆
本
が
遺
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
書
き
手
が
藤
原
道
長
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
と
は
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
御
堂
関
白
記
を
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
文
字
・
表
記
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
く
と
な
る
と
、
そ
こ
に
現
れ
る
変
則
的
表
記
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
変
則
的
表
記
と
呼
ば
れ
る
も
の
自
体
も
、
約
千
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
を
、
現
代
の
我
々
が
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
規
範
的
表
記
の
意
識
に
照
ら
し
あ
わ
せ
た
結
果
、
変
則
的
表
記
で
あ
る
、
と
判
断
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
も
し
か
す
る
と
平
安
時
代
中
期
の
貴
族
社
会
の
認
識
で
は
、
変
則
的
な
も
の
で
も
特
殊
な
も
の
で
も
な
く
、
許
容
範
囲
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
現
代
の
規
範
的
表
記
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
変
則
的
表
記
で
あ
る
、
と
し
て
全
て
を
等
し
並
み
に
扱
っ
て
し
ま
う
と
、
本
質
を
見
誤
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
ヨ
ミ
い
。
本
稿
で
は
、
御
堂
関
白
記
自
筆
本
に
お
け
る
変
則
的
表
記
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
音
の
通
用
⑶
に
よ
る
表
記
に
つ
い
て
の
用
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
二
六
例
を
掲
載
し
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
特
徴
的
な
用
例
の
み
を
と
り
あ
げ
、
少
数
例
の
も
の
は
、
こ
れ
を
除
い
た
。
一
先
行
研
究
御
堂
関
白
記
に
つ
い
て
の
論
文
は
多
数
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
文
字
・
表
記
に
限
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
管
見
で
は
高
松
政
雄
（
一
九
六
二
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
小
山
登
久
（
一
九
七
二
）、
佐
藤
稔
（
一
九
八
〇
）、
峰
岸
明
（
一
九
九
六
）、
同
（
二
〇
〇
三
）、
高
橋
久
子
（
二
〇
〇
四
）
と
多
く
な
い
。
こ
の
中
で
、
字
音
の
通
用
の
各
事
象
を
詳
細
検
討
し
て
い
る
も
の
が
佐
藤
稔
（
一
九
八
〇
）
で
あ
る
。
佐
藤
（
一
九
八
〇
）
は
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
漢
字
の
変
則
的
用
法
の
、
中
で
も
字
音
の
通
用
に
関
し
て
、
ま
ず
、
諧
声
符
を
同
じ
く
す
る
か
ど
う
か
、
字
形
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
漢
字
の
「
形
」
の
点
か
ら
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
挙
げ
、
道
長
の
通
用
の
傾
向
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
論
旨
に
は
首
肯
す
る
べ
き
点
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
用
例
の
用
例
数
（
変
則
的
表
記
で
表
記
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
規
範
的
表
記
に
従
っ
て
正
し
く
書
か
れ
た
も
の
も
含
め
て
の
用
例
数
）
が
一
切
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
識
的
な
変
則
的
表
記
を
と
っ
た
用
例
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
無
意
識
に
表
記
し
て
し
ま
っ
た
、
誤
記
誤
用
、
も
し
く
は
極
め
て
誤
記
誤
用
に
近
い
用
例
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
⑷
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
字
音
の
通
用
に
つ
い
て
の
用
例
数
を
全
て
表
示
す
る
こ
と
で
佐
藤
の
論
を
補
強
し
、
ま
た
佐
藤
が
表
面
的
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
和
訓
に
よ
る
通
用
に
も
触
れ
る
こ
と
で
、
道
長
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
文
字
を
通
用
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
二
七
二用
例
ヨ
ミ
御
堂
関
白
記
自
筆
本
内
に
見
ら
れ
る
字
音
・
和
訓
を
含
め
た
音
に
よ
る
通
用
と
思
わ
れ
る
も
の
は
全
て
あ
わ
せ
る
と
５８０
例
ほ
ど
に
な
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
用
例
を
以
下
、
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
該
当
箇
所
に
は
右
に
●
印
を
付
し
た
。
右
に
▲
印
の
あ
る
も
の
は
通
用
等
に
よ
り
「
本
来
書
か
れ
る
べ
き
、
規
範
的
表
記
に
則
っ
た
表
記
」（
以
下
、
佐
藤
（
一
九
八
〇
）
の
用
語
に
従
い
、
こ
れ
を
「
正
書
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
⑸
）
と
は
異
な
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
直
後
の
亀
甲
括
弧
内
に
「
正
書
」
に
あ
た
る
文
字
を
書
き
入
れ
た
。
数
字
は
用
例
数
。
丸
括
弧
内
は
変
則
的
表
記
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
正
書
」、
変
則
的
表
記
の
順
に
用
例
数
を
示
し
た
。
な
お
、「
正
書
」
の
用
例
は
挙
げ
て
い
な
い
。
１
「
太
」
字
を
「
大
」
字
で
通
用
◆
太
上
天
皇
１
（
太
上
天
皇
０
・
大
上
天
皇
１
）
●
１
.
長
保
元
年
八
月
十
九
日
依
大
上
天
皇
御
幸
例
◆
太
后
５
（
太
后
３
・
大
后
２
）
●
２
.
寛
仁
二
年
正
月
三
日
此
間
大
后
参
上
給
…
…
同
様
に
他
１
例
◆
皇
太
后
・
皇
太
后
１
（
皇
太
后
０
・
皇
大
后
１
）
・
皇
太
后
宮
４８
（
皇
太
后
宮
４０
・
皇
大
后
宮
７
・
太
后
宮
１
）
・
皇
太
后
宮
大
夫
１６
（
皇
太
后
宮
大
夫
１１
・
皇
大
后
宮
大
夫
４
・
皇
太
后
大
夫
１
）
●
▲
３
.
寛
仁
二
年
正
月
七
日
皇
大
后
為
大
〔
太
〕
皇
太
后
有
文
（
皇
太
后
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
二
八
●４
.
寛
弘
四
年
十
二
月
二
日
皇
大
后
宮
明
理
（
皇
太
后
宮
）
…
…
同
様
に
他
６
例
●
５
.
寛
弘
六
年
十
二
月
廿
六
日
皇
大
后
宮
大
夫
（
皇
太
后
宮
大
夫
）
…
…
同
様
に
他
３
例
◆
太
皇
太
后
・
太
皇
太
后
２
（
太
皇
太
后
０
・
大
皇
太
后
２
）
・
太
皇
太
后
宮
９
（
太
皇
太
后
宮
３
・
大
皇
太
后
宮
２
・
太
皇
大
后
宮
２
・
大
皇
大
后
宮
１
・
皇
太
后
宮
１
）
・
太
皇
太
后
宮
大
夫
５
（
太
皇
太
后
宮
大
夫
２
・
大
皇
太
后
宮
大
夫
１
・
太
皇
大
后
宮
大
夫
１
・
大
皇
大
后
大
夫
１
）
▲
●
６
.
寛
仁
二
年
正
月
七
日
皇
大
〔
太
〕
后
為
大
皇
太
后
有
文
（
太
皇
太
后
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
７
.
寛
仁
二
年
五
月
廿
五
日
従
大
皇
太
后
宮
褂
廿
重
給
（
太
皇
太
后
宮
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
８
.
寛
仁
二
年
四
月
八
日
太
皇
大
后
宮
御
御
手
水
間
（
太
皇
太
后
宮
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
●
９
.
長
保
二
年
正
月
十
九
日
大
皇
大
后
宮
御
法
事
（
太
皇
太
后
宮
）
●
１０
.
寛
仁
二
年
三
月
廿
五
日
大
皇
太
后
宮
大
夫
（
太
皇
太
后
宮
大
夫
）
●
１１
.
長
保
元
年
十
月
十
九
日
此
間
太
皇
大
后
宮
大
夫
来
（
太
皇
太
后
宮
大
夫
）
●
●
１２
.
長
保
元
年
十
一
月
七
日
大
皇
大
后
（
宮
）
大
夫
（
太
皇
太
后
宮
大
夫
）
◆
太
政
大
臣
・
太
政
大
臣
１
（
太
政
大
臣
０
・
大
政
大
臣
１
）
・
一
条
後
太
政
大
臣
１
（
一
条
後
太
政
大
臣
０
・
一
条
後
大
政
大
臣
１
）
・
小
野
太
政
大
臣
１
（
小
野
太
政
大
臣
０
・
小
野
大
政
大
臣
１
）
●
１３
.
長
和
元
年
正
月
廿
七
日
彼
大
政
大
臣
任
右
大
臣
事
（
太
政
大
臣
）
●
１４
.
長
和
元
年
正
月
廿
七
日
一
條
後
大
（
政
）（
※
「
政
」
字
虫
損
）
大
臣
為
右
大
臣
時
（
一
条
後
太
政
大
臣
）
●
１５
.
長
和
元
年
五
月
一
日
前
年
小
野
大
政
大
臣
夢
相
同
之
（
小
野
太
政
大
臣
）
◆
泰
伯
篇
１
（
泰
（
太
）
伯
篇
０
・
大
伯
篇
１
）
●
１６
.
寛
弘
六
年
十
二
月
一
日
論
語
大
伯
篇
そ
れ
ぞ
れ
、「
太
上
天
皇
（
ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
テ
ン
ワ
ウ
）」（「
ダ
ジ
ヤ
ウ
テ
ン
ワ
ウ
」）、「
大
后
・
太
后
（
お
ほ
き
さ
き
）」・「
太
后
（
タ
イ
コ
ウ
）」、「
皇
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
二
九
太
后
（
ク
ワ
ウ
タ
イ
ゴ
ウ
）」（「
ク
ワ
ウ
ダ
イ
コ
ウ
」）、「
太
皇
太
后
（
タ
イ
ク
ワ
ウ
タ
イ
ゴ
ウ
）」、「
太
政
大
臣
（
ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
ダ
イ
ジ
ン
）」、「
泰
（
太
）
伯
篇
⑹
（
タ
イ
ハ
ク
ヘ
ン
）」
と
読
む
も
の
⑺
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
和
訓
で
読
む
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
皇
太
后
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、
用
例
を
見
る
限
り
比
較
的
「
正
書
」
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
「
太
皇
太
后
」
に
な
る
と
、
用
例
数
が
少
な
い
の
で
不
明
確
な
部
分
は
多
い
け
れ
ど
も
、
表
記
に
揺
れ
が
多
く
、
不
安
定
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。「
太
上
天
皇
」、「
太
政
大
臣
」
は
す
べ
て
「
大
」
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
泰
伯
」
は
「
太
伯
」
と
も
書
く
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
大
」
字
は
、「
泰
」
字
と
の
通
用
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、「
太
」
字
と
の
通
用
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
タ
イ
」
と
い
う
字
音
に
よ
り
通
用
し
て
い
る
。
２
「
大
」
字
を
「
太
」
字
で
通
用
◆
大
殿
１
（
大
殿
０
・
太
戸
１
）
●
▲
１７
.
長
保
元
年
七
月
廿
九
日
依
故
一
條
太
戸
〔
殿
〕
御
忌
日
女
方
渡
仁
和
寺
◆
大
内
１８４
（
大
内
１２
・
太
内
１７０
・
太
内
の
上
か
ら
抹
消
１
・
太
内
の
繰
返
記
号
〔
太
内
 
 
〕・
１
）
●
１８
.
長
保
二
年
正
月
四
日
従
太
内
参
院
…
…
同
様
に
他
１６９
例
◆
大
内
裏
１
（
大
内
裏
０
・
太
内
裏
１
）
●
１９
.
長
和
元
年
四
月
廿
三
日
参
太
内
裏
※
「
大
」「
内
」
含
む
そ
の
他
の
語
・
大
内
記
１
◆
大
僧
正
・
大
僧
正
３
（
大
僧
正
２
・
太
僧
正
１
）
・
前
大
僧
正
５
●
▲
２０
.
長
和
元
年
五
月
七
日
太
僧
正
目
代
威
儀
師
覺
譽
法
師
解
〔
懈
〕
怠
等
催
行
※
「
大
」「
僧
」
含
む
そ
の
他
の
語
・
大
僧
都
１２
（
大
僧
都
８
・
大
僧
３
・
大
都
僧
１
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
〇
・
権
大
僧
都
２
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
や
は
り
「
大
内
」
を
「
太
内
」
と
表
記
し
た
例
の
多
さ
で
あ
ろ
う
。
抹
消
、
繰
返
記
号
の
も
の
も
含
め
て
「
太
内
」
は
１７２
例
、
道
長
は
「
お
ほ
う
ち
」
と
い
う
語
を
「
太
内
」
と
書
く
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
、「
大
内
」
の
用
例
は
寧
ろ
、
点
の
打
ち
忘
れ
の
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
ほ
ど
で
あ
る
。
「
大
内
裏
」
の
語
は
「
タ
イ
ダ
イ
リ
」
と
も
読
む
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
「
太
内
裏
」
と
書
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
大
内
裏
」
と
前
述
の
「
お
ほ
う
ち
（
大
内
）」
と
は
類
義
語
で
あ
る
が
、
そ
の
「
大
内
」
を
「
太
内
」
と
多
数
表
記
し
て
い
る
こ
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
大
僧
正
」
を
「
太
僧
正
」
と
し
た
例
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
他
の
「
大
僧
正
」
や
「
大
僧
都
」
な
ど
は
全
て
「
大
」
字
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
筆
の
勢
い
で
誤
っ
て
「
大
」
字
に
点
を
付
加
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
３
「
内
」
字
を
「
大
」・「
太
」
字
で
通
用
◆
内
裏
１２
（
内
裏
３
・
大
裏
２
・
太
裏
７
）
●
２１
.
寛
弘
七
年
二
月
廿
九
日
大
裏
并
所
 
（
内
裏
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
２２
.
寛
弘
五
年
八
月
六
日
参
太
裏
（
内
裏
）
…
…
同
様
に
他
６
例
「
内
」
字
を
「
大
」
字
、「
太
」
字
で
通
用
さ
せ
て
い
る
語
は
「
内
裏
（
ダ
イ
リ
）」
の
み
で
あ
り
、
他
の
「
内
」
を
含
む
語
で
「
内
」
字
は
通
用
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
。
４
「
絹
」
字
を
「
見
」
字
で
通
用
◆
疋
絹
３０
（
疋
絹
３
・
疋
見
２７
）
●
２３
.
長
保
元
年
八
月
廿
日
官
人
疋
見
…
…
同
様
に
他
２６
例
※
「
絹
」
字
を
含
む
そ
の
他
の
語
・
絹
５１
・
平
絹
１
・
生
絹
４
（
生
絹
２
・
生
２
）・
絹
蓋
１
・
絹
布
１
・
長
絹
１
「
疋
絹
（
ヒ
ケ
ン
）」
を
「
疋
見
」
と
通
用
さ
せ
た
例
が
際
立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
全
て
「
絹
」
字
で
あ
る
。「
疋
絹
」
と
い
う
言
葉
に
限
っ
て
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
一
は
よ
く
使
用
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
画
数
の
少
な
い
「
見
」
字
を
用
い
て
表
記
し
た
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
５
「
捧
」
字
を
「
俸
」
字
で
通
用
◆
捧
物
・
捧
物
１４
（
捧
物
２
・
俸
物
１１
・
捧
１
）
・
御
捧
物
１
（
御
捧
物
０
・
御
俸
物
１
）
●
２４
.
長
保
元
年
七
月
廿
九
日
殿
上
人
多
来
俸
物
有
所
 
（
捧
物
）
…
…
同
様
に
他
１０
例
●
２５
.
長
和
元
年
五
月
十
七
日
御
俸
物
金
百
両
丁
子
両
各
入
瑠
璃
壷
（
御
捧
物
）
「
捧
」
字
を
「
俸
」
字
で
通
用
さ
せ
た
例
が
多
い
が
、「
捧
」
字
で
き
ち
ん
と
表
記
さ
れ
た
も
の
も
そ
れ
な
り
に
存
在
す
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
の
通
用
で
あ
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
６
「
仗
」
字
を
「
丈
」
字
で
通
用
◆
仗
座
２２
（
仗
座
３
・
丈
座
１８
）
●
２６
.
長
保
元
年
九
月
十
四
日
著
左
丈
座
定
季
御
讀
経
事
（
仗
座
）
…
…
同
様
に
他
１７
例
◆
左
仗
・
右
仗
・
左
仗
９
（
左
仗
３
・
左
丈
５
）
・
右
仗
１
●
２７
.
寛
弘
元
年
四
月
十
四
日
参
内
著
左
丈
（
左
仗
）
…
…
同
様
に
他
４
例
「
仗
」
字
、「
杖
」
字
を
「
丈
」
字
で
通
用
さ
せ
た
も
の
は
省
画
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
「
仗
座
」
を
「
丈
座
」
と
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
７
「
陪
」
字
を
「
倍
」・「
 
」
字
で
通
用
◆
陪
従
１１
（
陪
従
６
・
倍
従
５
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
二
●２８
.
寛
弘
元
年
二
月
五
日
次
倍
従
諸
大
夫
若
小
男
共
等
布
衣
渡
庭
…
…
同
様
に
他
４
例
◆
陪
膳
・
陪
膳
１１
（
陪
膳
９
・
倍
膳
１
・
 
膳
１
）
・
御
陪
膳
１
●
２９
.
寛
仁
二
年
正
月
五
日
倍
膳
采
女
進
御
盞
采
女
受
之
置
御
臺
盤
候
（
陪
膳
）
●
３０
.
寛
仁
二
年
四
月
廿
八
日
乳
母
藤
子
 
膳
（
陪
膳
）
※
空
白
マ
マ
「
陪
従
」
が
「
正
書
」
だ
が
、「
倍
従
」
も
ほ
ぼ
同
数
登
場
す
る
。
一
方
「
陪
膳
」
の
場
合
は
圧
倒
的
に
「
陪
」
字
で
あ
る
。「
陪
従
」
の
場
合
は
、
「
従
」
字
の
彳
偏
に
牽
引
さ
れ
て
、
形
が
近
い
亻
偏
の
「
倍
」
字
が
表
記
さ
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
れ
な
ら
ば
「
陪
膳
」
の
時
に
は
、「
膳
」
字
の
月
偏
に
牽
引
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
 
膳
」
が
半
数
近
く
登
場
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
は
１
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
 
」
字
が
常
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
漢
字
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
８
「
供
」
字
を
「
共
」
字
で
通
用
◆
供
４９
（
供
４６
・
共
３
）
●
３１
.
寛
弘
六
年
十
一
月
廿
五
日
酉
時
共
御
湯
…
…
同
様
に
他
２
例
◆
供
奉
１７
（
供
奉
８
・
共
奉
９
）
●
▲
▲
３２
.
寛
弘
元
年
六
月
十
一
日
共
奉
幸
行
〔
行
幸
〕
…
…
同
様
に
他
８
例
◆
供
養
・
供
養
２６
（
供
養
２２
・
共
養
２
・
供
巻
１
・
供
奏
１
）
・
供
養
法
１
・
塔
供
養
１
●
３３
.
寛
弘
二
年
五
月
四
日
共
養
仁
王
経
千
部
…
…
同
様
に
他
１
例
省
画
と
も
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。「
供
奉
」
の
例
に
少
し
多
く
「
共
奉
」
の
形
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、「
正
書
」
が
殆
ど
で
あ
り
、「
供
奉
」
と
い
う
語
に
お
い
て
の
み
「
共
」
字
で
通
用
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
三
９
「
義
」
字
を
「
儀
」・「
議
」
字
で
通
用
◆
論
義
・
論
義
７
（
論
義
２
・
論
儀
３
（
中
、
儀
論
１
）・
論
議
２
）
・
御
論
義
３
（
御
論
義
２
・
御
論
議
１
）
●
３４
.
寛
弘
元
年
正
月
十
四
日
但
講
師
論
儀
了
立
座
（
論
義
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
３５
.
寛
弘
元
年
正
月
十
四
日
儀
論
間
瀧
口
者
発
音
為
闘
乱
（
論
義
？
）
●
３６
.
寛
弘
元
年
五
月
一
日
依
例
以
請
僧
可
然
令
論
議
（
論
義
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
３７
.
長
和
元
年
正
月
十
四
日
御
論
議
禄
等
如
常
（
御
論
義
）
◆
証
義
３
（
証
義
１
・
証
議
２
）
●
３８
.
寛
弘
元
年
五
月
十
九
日
證
議
二
者
二
人
加
四
位
…
…
同
様
に
他
１
例
１０
「
儀
」
字
を
「
義
」
字
で
通
用
◆
儀
１９
（
儀
１８
・
義
１
）
●
３９
.
寛
弘
六
年
七
月
廿
七
日
其
義
如
常
◆
儀
式
２
（
儀
式
１
・
義
式
１
）
▲
▲
●
４０
.
寛
弘
二
年
五
月
廿
四
日
南
京
住
〔
注
〕
記
妙
玄
山
住
〔
注
〕
記
懐
命
義
式
各
相
分
◆
威
儀
師
６
（
威
儀
師
３
・
威
儀
２
・
盛
義
１
）
▲
●
４１
.
寛
弘
六
年
十
二
月
四
日
御
前
物
盛
〔
威
〕
義
物
也
１１
「
議
」
字
を
「
儀
」
字
で
通
用
◆
（「
叙
位
議
」
に
関
す
る
）
議
９
（
議
２
・
儀
７
）
●
４２
.
寛
弘
二
年
正
月
四
日
非
可
参
叙
位
儀
由
令
奏
聞
…
…
同
様
に
他
６
例
◆
議
所
５
（
議
所
３
・
儀
所
２
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
四
●４３
.
寛
弘
八
年
正
月
五
日
儀
所
儲
依
無
其
所
儲
宜
陽
殿
…
…
同
様
に
他
１
例
◆
議
定
１
（
議
定
０
・
儀
定
１
）
●
４４
.
寛
弘
元
年
六
月
十
七
日
儀
定
後
所
 
別
當
定
◆
参
議
・
参
議
８
・
非
参
議
１
（
非
参
議
０
・
非
参
儀
１
）
●
４５
.
寛
弘
六
年
十
二
月
廿
九
日
非
参
儀
大
弁
説
孝
著
横
座
申
ヽ
文
「
義
」、「
儀
」、「
議
」
三
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
通
用
で
あ
る
。「
論
義
」
は
「
論
議
」
と
も
表
記
す
る
⑻
よ
う
で
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
変
則
的
表
記
か
ら
外
し
て
考
え
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
証
義
」
も
「
論
義
」
と
関
係
の
深
い
語
で
あ
る
の
で
、「
論
議
」
と
い
う
表
記
が
変
則
的
表
記
か
ら
外
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
証
議
」
と
い
う
表
記
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
う
す
る
と
「
義
」
字
を
「
儀
」
字
で
通
用
さ
せ
た
も
の
が
、
通
用
と
し
て
考
え
ら
れ
る
例
と
な
る
。
こ
れ
は
増
画
と
も
考
え
ら
れ
る
⑼
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
の
「
儀
」
字
で
あ
る
が
、「
義
」
字
と
し
か
通
用
し
な
い
。
こ
れ
は
省
画
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
通
用
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
も
そ
も
「
正
書
」
で
書
か
れ
る
こ
と
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
「
議
」
字
は
「
儀
」
字
と
の
み
通
用
し
、「
義
」
字
と
の
通
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
「
儀
」
字
に
な
る
も
の
も
、「
叙
位
議
」
に
関
す
る
語
の
み
が
「
儀
」
字
で
通
用
さ
れ
⑽
、「
叙
位
議
」
が
「
儀
式
化
」、
つ
ま
り
形
骸
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
通
用
の
仕
方
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
前
述
の
「
論
義
」
に
し
て
も
「
論
儀
」
と
す
る
例
が
存
在
す
る
と
い
う
の
は
、
行
事
の
形
骸
化
を
臭
わ
せ
る
よ
う
で
い
て
、
興
味
深
い
。
１２
「
脚
」
字
を
「
却
」
字
で
通
用
◆
○
脚
（
○
は
数
字
）
・
一
脚
２
（
一
脚
０
・
一
却
２
）
・
二
脚
５
（
二
脚
０
・
二
却
５
）
・
三
脚
１
（
三
脚
０
・
三
却
１
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
五
・
六
脚
１
（
六
脚
０
・
六
却
１
）
●
●
●
４６
.
寛
仁
二
年
正
月
三
日
八
足
白
木
机
三
却
〔
脚
〕
一
却
三
尺
二
却
〔
脚
〕
二
尺
五
寸
（
一
脚
）
…
…
同
様
に
他
６
例
「
脚
」
字
は
全
て
例
外
な
く
「
却
」
字
で
通
用
さ
せ
て
い
る
。
全
て
単
位
の
「
脚
」
で
あ
り
、「
あ
し
」
の
意
味
で
の
「
脚
」
字
の
使
用
例
は
無
い
。
「
あ
し
」
の
意
味
で
「
脚
」
字
を
書
く
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
、
道
長
は
通
用
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
１３
「
浄
」
字
を
「
静
」
字
で
通
用
◆
不
浄
４
（
不
浄
０
・
不
静
４
）
●
４７
.
寛
弘
元
年
六
月
十
八
日
不
静
依
有
恐
召
晴
明
光
榮
等
令
占
…
…
同
様
に
他
３
例
「
不
浄
」
と
い
う
言
葉
の
場
合
の
み
「
静
」
字
と
例
外
な
く
通
用
さ
せ
て
い
る
。「
不
浄
」
と
い
う
概
念
よ
り
も
、
そ
の
「
不
浄
」
に
よ
り
「
心
が
穏
や
か
で
な
い
」
と
い
う
意
味
で
「
不
静
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
１４
「
授
」
字
を
「
受
」
字
で
通
用
◆
授
２４
（
授
１０
・
受
１４
）
●
４８
.
寛
弘
元
年
二
月
七
日
春
宮
大
夫
少
童
見
物
来
少
将
用
野
釼
受
…
…
同
様
に
他
１３
例
◆
勅
授
１
（
勅
授
０
・
勅
受
１
）
●
４９
.
寛
弘
八
年
六
月
十
三
日
勅
受
余
加
随
身
等
宣
旨
下
◆
教
授
１
（
教
授
０
・
教
受
１
）
●
５０
.
長
和
元
年
五
月
廿
三
日
教
受
二
人
三
綱
修
理
別
當
各
三
疋
授
受
の
別
は
文
全
体
を
見
な
け
れ
ば
意
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
文
字
だ
け
を
見
て
通
用
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
文
全
体
を
見
て
も
判
断
で
き
な
い
場
合
も
時
に
存
在
し
、
解
釈
次
第
で
「
授
」
字
と
も
「
受
」
字
と
も
な
り
う
る
場
合
が
あ
る
。
授
受
の
問
題
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
後
日
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
六
１５
「
旧
」
字
を
「
久
」
字
で
通
用
◆
旧
年
１
（
旧
年
０
・
久
年
１
）
●
５１
.
長
保
二
年
正
月
一
日
是
久
年
依
申
諸
卿
定
也
◆
旧
主
３
（
旧
主
０
・
久
主
３
）
●
●
５２
.
寛
弘
八
年
六
月
十
三
日
但
久
主
不
御
南
殿
又
御
表
間
久
主
無
御
出
…
…
同
様
に
他
１
例
１６
「
救
」
字
を
「
久
」
字
で
通
用
◆
経
救
５
（
経
救
１
・
経
久
３
・
経
久
の
繰
返
記
号
〔
経
久
 
 
〕
１
）〈
僧
名
〉
●
●
５３
.
寛
弘
元
年
三
月
廿
九
日
又
不
入
経
久
依
出
憐
因
件
入
経
久
 
 
觀
印
尤
美
也
…
…
同
様
に
他
１
例
「
旧
」
字
と
「
救
」
字
を
「
久
」
字
で
通
用
し
た
例
。「
旧
主
」
と
は
一
条
天
皇
の
こ
と
を
指
す
。
寛
弘
八
年
六
月
十
三
日
に
一
条
天
皇
は
三
条
天
皇
に
譲
位
す
る
が
、
用
例
５２
.
は
そ
の
日
の
記
事
で
あ
る
。
一
条
天
皇
を
「
久
（
旧
）
主
」、
三
条
天
皇
を
「
新
帝
」
と
道
長
は
表
記
し
て
お
り
、「
旧
」
字
を
存
命
中
の
天
皇
に
使
う
こ
と
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
し
か
し
「
旧
」
字
が
、
忌
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
悪
い
意
味
を
持
つ
字
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、「
旧
年
」
や
僧
侶
の
名
で
あ
る
「
経
救
」
に
も
「
久
」
字
を
通
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヨ
ミ
「
久
」
字
は
「
キ
ウ
」
と
い
う
音
を
代
表
す
る
漢
字
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
１７
「
孝
」
字
を
「
教
」
字
で
通
用
◆
孝
経
・
御
注
孝
経
１
・
孝
経
１
（
孝
経
０
・
教
経
１
）
●
５４
.
寛
弘
五
年
九
月
十
一
日
酉
時
右
少
弁
廣
業
讀
書
教
経
朝
夕
同
◆
説
孝
８
（
説
孝
７
・
説
教
１
）〈
人
名
〉
●
５５
.
寛
弘
五
年
十
月
四
日
還
著
後
大
弁
遅
著
説
教
間
史
博
愛
早
出
進
文
◆
孝
養
１
（
孝
養
０
・
教
養
１
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
七
●５６
.
長
和
元
年
正
月
廿
七
日
子
譲
父
依
教
養
免
給
「
孝
」
字
を
「
教
」
字
で
通
用
し
て
い
る
。「
孝
経
」（
カ
ウ
キ
ヤ
ウ
）
の
例
は
字
音
「
カ
ウ
」
で
通
用
。「
孝
養
」（
ケ
ウ
ヤ
ウ
）
の
例
は
字
音
「
ケ
ウ
」
で
通
用
。「
説
孝
」
は
人
名
で
、
和
訓
「
と
き
た
か
」
と
読
ん
だ
か
。
し
か
し
有
職
読
み
の
よ
う
に
字
音
で
読
ん
だ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
１８
「
簿
」
字
を
「
薄
」
字
で
通
用
◆
名
簿
３
（
名
簿
０
・
名
薄
３
）
●
５７
.
寛
弘
元
年
正
月
六
日
令
奏
中
宮
御
給
名
薄
…
…
同
様
に
他
２
例
ヨ
ミ
「
簿
」
字
と
「
薄
」
字
は
字
音
が
異
な
る
た
め
、
音
の
通
用
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
一
応
採
録
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
佐
藤
（
一
九
八
〇
）
に
は
こ
の
例
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
「
薄
」
字
を
「
簿
」
字
で
通
用
さ
せ
た
例
は
存
在
し
な
か
っ
た
。「
薄
」
字
を
含
む
そ
の
他
の
語
は
、「
薄
物
」
２
例
、「
薄
色
」
１
例
で
あ
っ
た
。
道
長
は
日
記
中
で
「
薄
」・「
簿
」
両
字
を
、
全
て
「
薄
」
字
で
表
記
し
て
い
る
。
１９
「
惟
」
字
を
「
宣
」
字
で
通
用
◆
惟
規
４
（
惟
規
３
・
宣
規
１
）〈
人
名
〉
●
５８
.
寛
弘
元
年
正
月
十
一
日
女
御
尊
子
仰
可
作
位
記
由
少
内
記
宣
規
ヨ
ミ
こ
の
日
の
記
事
に
書
か
れ
た
人
物
は
藤
原
惟
規
（
の
ぶ
の
り
）
と
い
う
名
で
あ
る
が
、
名
前
に
使
用
さ
れ
る
「
惟
」
字
は
普
通
「
こ
れ
」
と
い
う
音
に
ヨ
ミ
な
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
、
日
記
中
に
現
れ
る
惟
規
以
外
の
「
惟
」
字
を
持
つ
人
名
は
、
全
て
「
こ
れ
」
と
い
う
音
で
あ
り
、「
惟
」
字
を
「
の
ぶ
」
と
読
ま
せ
る
名
は
惟
規
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
惟
規
の
名
が
道
長
に
よ
っ
て
、
初
め
て
日
記
に
書
か
れ
た
の
が
右
の
日
の
記
事
で
あ
り
、
道
長
は
「
の
ぶ
の
ヨ
ミ
り
」
と
い
う
音
か
ら
「
宣
規
」
と
表
記
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
道
長
は
こ
の
「
宣
」
字
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
、
誤
り
で
あ
る
と
気
づ
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
以
降
「
の
ぶ
の
り
」
の
名
は
す
べ
て
「
正
書
」
の
「
惟
規
」
で
表
記
し
て
い
る
。
ヨ
ミ
右
の
例
は
人
名
の
音
に
対
し
て
、
そ
れ
を
代
表
す
る
漢
字
（
高
い
確
率
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
）
を
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
代
の
我
々
も
、
特
に
人
名
を
漢
字
表
記
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
仮
の
措
置
と
し
て
は
よ
く
行
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
八
２０
「
宣
」
字
を
「
信
」
字
で
通
用
◆
頼
宣
２
（
頼
宣
０
・
頼
信
２
）〈
人
名
〉
●
５９
.
寛
弘
八
年
四
月
廿
一
日
使
文
章
生
頼
信
…
…
同
様
に
他
１
例
２１
「
業
」
字
を
「
成
」
字
で
通
用
◆
親
業
２
（
親
業
０
・
親
成
２
）〈
人
名
〉
●
６０
.
寛
弘
八
年
四
月
十
三
日
右
近
将
監
親
成
令
奉
仕
…
…
同
様
に
他
１
例
２２
「
成
」
字
を
「
重
」
字
で
通
用
◆
頼
成
２
（
頼
成
０
・
頼
重
２
）〈
人
名
〉●
６１
.
寛
弘
八
年
四
月
十
五
日
所
者
頼
重
…
…
同
様
に
他
１
例
ヨ
ミ
２０
か
ら
２２
ま
で
、
１９
と
同
じ
く
、
あ
る
音
に
対
し
て
、
代
表
的
と
思
わ
れ
る
字
で
通
用
さ
せ
た
例
で
あ
る
。
な
お
、
全
て
人
名
で
あ
る
。
以
下
、
順
に
ヨ
ミ
ヨ
ミ
見
て
い
く
と
、
２０
は
「
の
ぶ
」
と
い
う
音
に
対
し
て
、
最
も
代
表
的
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
「
信
」
字
、
２１
は
「
な
り
」
と
い
う
音
に
対
し
て
、「
成
」
字
、
ヨ
ミ
２２
は
「
し
げ
」
と
い
う
音
に
対
し
て
、「
重
」
字
で
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
用
さ
せ
て
い
る
。
２３
「
妻
」
字
を
「
妾
」
字
で
通
用
◆
妻
７
（
妻
０
・
妾
７
）
●
６２
.
寛
弘
四
年
七
月
十
四
日
出
居
座
在
東
妾
云
 
…
…
同
様
に
他
３
例
「
つ
ま
」
と
い
う
語
に
は
「
配
偶
者
」
と
い
う
意
味
と
「
建
物
や
モ
ノ
の
側
面
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
道
長
は
意
味
の
区
別
な
く
全
て
「
妾
」
字
で
表
記
し
て
い
る
。
因
み
に
、
日
記
中
に
出
現
す
る
「
つ
ま
」
は
全
部
で
７
例
で
あ
り
、
そ
の
中
、「
配
偶
者
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
も
の
が
３
例
、
「
建
物
の
側
面
」
の
意
味
で
の
使
用
が
２
例
、「
机
の
側
面
」
の
意
味
で
の
使
用
が
２
例
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
右
の
用
例
６２
.
と
そ
の
他
同
様
の
例
３
例
は
、「
配
偶
者
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
「
つ
ま
」
を
除
い
た
「
つ
ま
」
で
あ
る
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
三
九
２４
「
仮
」
字
を
「
借
」
字
で
通
用
◆
仮
１０
（
仮
９
・
借
１
）
●
６３
.
長
和
元
年
五
月
廿
七
日
借
除
皇
太
后
宮
御
服
給
◆
仮
屋
２
（
仮
屋
０
・
借
屋
２
）
●
６４
.
寛
弘
四
年
八
月
十
三
日
借
屋
数
屋
立
…
…
同
様
に
他
１
例
「
仮
に
」
と
い
う
副
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
借
」
字
で
通
用
さ
せ
て
い
る
。「
仮
」
字
に
「
借
り
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
借
」
字
に
も
「
仮
に
」
の
意
味
が
あ
り
、
通
用
が
起
こ
り
う
る
関
係
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、「
正
書
」
の
例
が
多
く
、
こ
の
通
用
は
あ
く
ま
で
も
例
外
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
で
「
仮
屋
」
は
「
仮
に
」
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
用
例
数
は
２
例
と
少
な
い
も
の
の
、
全
て
「
借
屋
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
調
べ
て
み
る
と
、「
仮
に
作
っ
た
家
。
ま
に
あ
わ
せ
の
家
。
借
家
⑾
。」
と
あ
り
、
ま
た
「
借
屋
」
の
項
目
も
存
在
し
、「『
か
り
や
（
仮
屋
）』
に
同
じ
⑿
。」
と
あ
る
。
峰
岸
の
注
に
従
い
「
仮
」
字
を
「
借
」
字
で
通
用
し
た
例
と
し
た
が
、
も
し
か
す
る
と
こ
れ
は
通
用
で
は
な
く
、「
正
書
」
の
許
容
範
囲
内
の
表
記
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
２５
「
襲
」
字
を
「
重
」
字
で
通
用
◆
下
襲
・
下
襲
８
（
下
襲
２
・
下
重
６
）
・
御
下
襲
４
（
御
下
襲
０
・
御
下
重
４
）
●
６５
.
寛
弘
六
年
十
一
月
八
日
祭
使
忠
経
許
舞
人
下
重
送
（
下
襲
）
…
…
同
様
に
他
５
例
●
６６
.
寛
仁
二
年
正
月
三
日
改
表
衣
御
下
重
（
御
下
襲
）
…
…
同
様
に
他
３
例
「
し
た
が
さ
ね
」
を
「
下
重
」
と
書
い
た
例
で
あ
る
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
見
る
と
「
し
た
が
さ
ね
」
の
項
に
「
下
襲
」、「
下
重
」
の
両
表
記
が
あ
り
⒀
、
２４
の
例
と
同
じ
く
、
通
用
で
は
な
く
、「
正
書
」
の
許
容
範
囲
内
の
表
記
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
〇
２６
「
沈
」
字
を
「
深
」
字
で
通
用
◆
沈・
沈
２
（
沈
０
・
深
２
）
・
沈
香
２
（
沈
香
１
・
深
香
１
）
●
６７
.
寛
弘
二
年
五
月
廿
四
日
両
相
府
献
念
数
右
府
深
内
府
紫
檀
（
沈
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
６８
.
寛
弘
元
年
正
月
十
一
日
以
深
香
念
数
為
志
（
沈
香
）
「
沈
香
（
ヂ
ム
カ
ウ
）」
を
「
深
香
（
ジ
ム
カ
ウ
）」
と
表
記
し
た
例
。
漢
字
の
持
つ
意
味
に
お
い
て
、「
沈
」
と
「
深
」
が
指
し
示
す
方
向
│
│
両
字
と
も
に
「
下
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
」
を
持
つ
│
│
が
良
く
似
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
字
形
で
は
、「
沈
」
字
の
異
体
字
「
 
」
字
に
「
木
」
字
を
加
え
る
と
「
深
」
の
よ
う
な
字
と
な
る
。
も
し
、「
沈
む
（
香
）
木
」
を
合
字
に
し
て
「
深
」
字
と
表
記
す
る
よ
う
な
一
種
の
文
字
遊
び
が
、
平
安
中
期
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
極
め
て
危
う
い
、
妄
想
と
も
言
え
る
憶
測
で
あ
る
。
表
面
上
は
四
つ
仮
名
の
混
淆
例
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
が
、「
沈
」
と
「
深
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
持
つ
意
味
が
相
互
に
影
響
を
与
え
た
結
果
生
じ
た
表
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
２７
「
臈
」
字
を
「
労
」
字
で
通
用
◆
上
臈
３
（
上
臈
１
・
上
労
２
）
●
６９
.
寛
弘
元
年
正
月
十
四
日
上
勞
不
被
召
問
…
…
同
様
に
他
１
例
◆
一
臈
１
（
一
臈
０
・
一
労
１
）
●
７０
.
長
和
元
年
正
月
廿
七
日
抜
出
近
衛
次
将
至
年
勞
并
所

一
勞
者
如
常
臈
は
「
ラ
フ
」、「
労
」
は
「
ラ
ウ
」
で
あ
る
が
、
ｐ
入
声
の
区
別
は
消
滅
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
判
断
す
る
す
べ
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。
字
音
の
近
さ
よ
り
も
、
年
功
に
よ
る
「
臈
」
と
「
年
労
」
と
の
意
味
の
近
さ
ゆ
え
に
生
じ
た
表
記
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
一
２８
「
簀
」
字
を
「
責
」・「
 
」
字
で
通
用
◆
簀
子
・
簀
子
７
（
簀
子
２
・
 
子
１
・
責
子
２
・

子
２
）
・
簀
子
敷
７
（
簀
子
敷
２
・
責
子
敦
１
・

子
敷
３
・

子
敦
１
）
▲
●
７１
.
寛
弘
四
年
七
月
十
四
日
敦
〔
敷
〕
王
卿
座
以
責
子
（
簀
子
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
▲
７２
.
寛
弘
五
年
十
月
十
六
日
中
央
間
 
子
敦
〔
敷
〕
円
座
（
簀
子
）
●
▲
７３
.
寛
弘
元
年
五
月
廿
七
日
此
間
候
王
卿
責
子
敦
〔
敷
〕
有
数
盃
（
簀
子
敷
）
※
「
簀
」
字
を
含
む
そ
の
他
の
語
・
簀
薦
４
（
簀
薦
１
・

薦
３
）
ヨ
ミ
「
 
子
」
の
例
は
増
画
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。「
す
の
こ
」
と
読
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
責
子
」
に
関
し
て
は
、
音
に
よ
る
通
用
で
は
な
く
、
省
画
で
あ
る
。
２９
「
渡
」
字
を
「
度
」
字
で
通
用
◆
渡
９５
（
渡
９２
・
度
５
）
●
７４
.
寛
弘
四
年
十
二
月
廿
二
日
各
論
月
度
…
…
同
様
に
他
４
例
◆
渡
殿
１６
（
渡
殿
１４
・
度
殿
１
・
度
１
）
●
７５
.
寛
仁
二
年
正
月
三
日
即
従
南
殿
与
東
對
度
殿
作
打
橋
（
渡
殿
）
●
７６
.
寛
仁
二
年
三
月
七
日
東
南
度
（
殿
）
上
達
部
殿
上
人
儲
座
（
渡
殿
）
３０
「
度
」
字
を
「
渡
」
字
で
通
用
◆
度
者
８
（
度
者
６
・
渡
者
２
）
●
７７
.
寛
弘
四
年
十
二
月
二
日
渡
者
給
使
右
近
中
将
公
信
…
…
同
様
に
他
１
例
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
二
３１
「
絃
」
字
を
「
 
」
字
で
通
用
◆
管
絃
３
（
管
絃
１
・
管
 
２
）
●
７８
.
寛
仁
二
年
閏
四
月
六
日
通
夜
有
管
 
事
…
…
同
様
に
他
１
例
「
管
」
字
に
引
き
ず
ら
れ
て
糸
偏
か
ら
竹
冠
に
な
っ
た
も
の
。
冠
揃
。
３２
「
掌
」
字
を
「
常
」
字
で
通
用
◆
掌
侍
・
掌
侍
３
（
掌
侍
０
・
常
侍
３
）
・
前
掌
侍
１
（
前
掌
侍
０
・
前
常
侍
１
）
●
▲
７９
.
寛
弘
七
年
閏
二
月
六
日
常
侍
綾
卦
〔
褂
〕
袴
（
掌
侍
）
…
…
同
様
に
他
２
例
●
８０
.
寛
弘
二
年
五
月
二
日
入
量
能
宿
所
盗
人
籠
前
常
侍
（
右
）
近
家
（
前
掌
侍
）
「
掌
侍
」
と
い
う
語
は
「
正
書
」
が
全
く
出
て
こ
ず
、
全
て
「
常
侍
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
「
掌
」
字
を
含
む
語
は
「
官
掌
」
２
例
、「
省
掌
」
２
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
「
正
書
」
で
書
か
れ
て
い
る
。「
掌
侍
」
は
「
な
い
し
の
じ
ょ
う
」
や
「
シ
ヤ
ウ
ジ
」
と
読
む
が
、「
シ
ヤ
ウ
ジ
」
は
ヨ
ミ
ヨ
ミ
「
尚
侍
」（
な
い
し
の
か
み
・
シ
ヤ
ウ
ジ
・
シ
ヤ
ウ
シ
）
と
音
が
衝
突
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、「
な
い
し
の
じ
ょ
う
」
の
「
じ
ょ
う
」
と
い
う
音
も
手
伝
っ
て
「
常
侍
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
「
常
侍
」
す
る
と
い
う
意
味
も
手
伝
っ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
３３
「
桟
」
字
を
「
散
」・「
狭
」
字
で
通
用
◆
桟
敷
６
（
桟
敷
０
・
散
敷
２
・
狭
敷
１
・
狭
食
３
）
●
８１
.
寛
弘
八
年
四
月
十
八
日
御
一
条
家
散
敷
室
（
桟
敷
）
…
…
同
様
に
他
１
例
●
８２
.
長
和
元
年
四
月
廿
四
日
渡
狭
敷
室
（
桟
敷
）
●
▲
８３
.
寛
仁
二
年
四
月
十
九
日
渡
狭
食
〔
敷
〕
見
物
（
桟
敷
）
…
…
同
様
に
他
２
例
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
三
３４
「
敷
」
字
を
「
食
」
字
で
通
用
◆
桟
敷
６
（
桟
敷
０
・
散
敷
２
・
狭
敷
１
・
狭
食
３
）
●
８４
.
寛
仁
二
年
四
月
十
九
日
渡
狭
食
見
物
…
…
同
様
に
他
２
例
「
さ
じ
き
」
の
「
じ
き
」
を
字
音
「
ジ
キ
」
で
通
用
さ
せ
た
例
で
あ
る
。
三
ま
と
め
ヨ
ミ
ヨ
ミ
音
の
通
用
に
関
し
て
特
徴
的
な
も
の
に
限
り
用
例
を
挙
げ
た
が
、
全
て
の
用
例
の
詳
細
な
検
討
は
未
だ
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
音
の
通
用
と
思
わ
れ
る
も
の
、
中
で
も
特
徴
的
な
も
の
を
見
た
と
き
に
幾
つ
か
の
興
味
深
い
点
が
見
え
て
き
た
。
ヨ
ミ
ま
ず
、
道
長
は
漢
字
使
用
の
際
に
、
字
音
・
和
訓
の
別
を
問
わ
ず
、
特
定
の
音
に
対
し
て
強
く
結
び
付
い
て
い
る
漢
字
を
持
っ
て
い
る
ヨ
ミ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
人
名
を
表
記
す
る
場
合
に
顕
著
で
あ
る
。「
音
の
代
表
漢
字
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
ヨ
ミ
現
代
の
我
々
も
人
名
を
表
記
す
る
場
合
に
は
、
同
様
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
音
に
対
し
て
強
く
結
び
付
い
て
い
る
漢
字
が
あ
ヨ
ミ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
全
て
の
人
が
あ
る
音
に
対
し
て
同
じ
字
を
想
起
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
道
長
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
和
訓
「
な
り
」
に
対
し
て
強
く
結
び
付
い
て
い
た
の
が
「
成
」
字
で
あ
り
、
和
訓
「
し
げ
」
に
対
し
て
は
「
重
」
字
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
字
音
の
場
合
だ
と
、
字
音
「
キ
ウ
」
に
対
し
て
の
「
久
」
字
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
通
用
が
起
こ
る
際
に
は
、
通
用
を
起
こ
さ
せ
る
要
因
と
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
何
が
要
因
に
な
る
か
は
そ
の
時
に
よ
り
状
況
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
最
も
理
解
し
や
す
い
も
の
の
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
通
用
を
起
こ
し
て
い
る
文
字
の
前
後
に
登
場
す
る
文
字
の
影
響
で
あ
る
。
前
後
の
文
字
の
字
形
に
牽
引
さ
れ
て
、
本
来
書
か
れ
る
べ
き
字
形
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
四
ま
た
、
文
字
の
意
味
や
語
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
も
通
用
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
「
沈
」
字
を
「
深
」
と
表
記
し
た
例
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
理
的
な
も
の
が
要
因
と
な
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
不
静
」
な
ど
は
書
か
れ
た
当
時
の
心
の
動
き
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
非
常
に
興
味
深
い
。
通
用
の
際
に
選
ば
れ
る
漢
字
と
い
う
も
の
は
、「
形
」、「
音
」、「
義
」
が
近
似
し
て
い
れ
ば
何
で
も
使
え
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
分
っ
て
き
た
。
お
そ
ら
く
は
当
時
の
貴
族
社
会
内
で
許
容
さ
れ
て
い
る
「
通
用
の
範
囲
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
範
囲
外
の
漢
字
は
、
御
堂
関
白
記
が
極
め
て
私
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
殆
ど
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
道
長
は
決
し
て
誤
っ
た
表
記
ば
か
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
調
査
を
進
め
る
ご
と
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
何
か
要
因
が
あ
っ
て
そ
れ
に
牽
引
さ
れ
た
結
果
が
誤
記
誤
用
の
よ
う
に
「
表
面
上
」
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
道
長
は
決
し
て
ず
っ
と
書
き
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
誤
り
が
多
い
の
は
確
か
に
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
う
判
断
す
る
前
に
、
そ
れ
以
外
の
大
量
の
「
正
書
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
御
堂
関
白
記
に
は
誤
字
脱
字
が
多
く
、
そ
し
て
そ
の
修
正
跡
も
ま
た
多
い
、
と
い
う
、
極
め
て
限
定
的
な
、
且
つ
、
表
面
的
な
判
断
を
下
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
御
堂
関
白
記
自
筆
本
は
現
存
す
る
多
く
の
男
性
貴
族
の
日
記
と
異
な
り
清
書
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
草
稿
と
い
え
る
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
我
々
の
手
控
え
と
し
て
の
手
帳
や
ノ
ー
ト
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
配
慮
な
し
に
表
面
的
な
事
象
だ
け
で
道
長
の
文
字
遣
い
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
適
切
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ミ
本
稿
は
、
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
関
し
て
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
用
例
の
採
録
と
、
そ
の
用
例
数
の
調
査
を
第
一
義
と
し
た
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
単
な
る
デ
ー
タ
集
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
は
、
こ
れ
を
基
に
各
用
例
の
詳
細
検
討
、
考
察
に
入
っ
て
い
か
な
け
れ
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
五
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
御
堂
関
白
記
自
筆
本
だ
け
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
道
長
の
表
記
行
為
や
、
表
記
に
際
し
て
の
思
考
等
に
関
し
て
、
核
心
に
近
づ
く
よ
う
な
考
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
御
堂
関
白
記
古
写
本
の
調
査
、
そ
し
て
、
同
時
期
の
日
記
で
あ
る
小
右
記
、
権
記
の
調
査
、
さ
ら
に
辞
書
類
の
調
査
な
ど
を
ひ
と
つ
ず
つ
精
確
に
行
い
つ
つ
、
そ
れ
ら
別
の
資
料
を
通
し
て
、
再
び
御
堂
関
白
記
を
眺
め
て
み
る
と
い
う
よ
う
な
多
面
的
な
調
査
、
考
察
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
⑴
た
と
え
ば
、
高
松
政
雄
（
一
九
六
二
）
な
ど
。
⑵
本
稿
で
は
、
我
々
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
表
記
を
「
規
範
的
表
記
」
と
呼
び
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
も
の
を
「
変
則
的
表
記
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。ヨミ
⑶
こ
こ
で
い
う
「
音
」
と
は
漢
字
の
所
謂
字
音
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
字
音
・
和
訓
を
合
わ
せ
た
、
漢
字
の
「
読
み
」
の
事
を
指
す
。
⑷
勿
論
、
用
例
数
の
み
で
変
則
的
表
記
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
誤
記
誤
用
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
が
、
用
例
数
の
多
少
が
、
誤
記
誤
用
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
上
で
の
、
あ
る
程
度
の
指
標
に
は
な
り
う
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
⑸
佐
藤
（
一
九
八
〇
）
に
よ
る
と
「
本
来
書
か
れ
て
あ
る
筈
の
文
字
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
規
範
的
表
記
と
い
う
言
葉
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
⑹
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
「
泰
伯
」
の
項
無
し
。『
国
史
大
辞
典
』
の
「
泰
伯
説
」
項
参
照
（
八
巻
p.857
）
⑺
以
下
、
読
み
の
表
記
は
全
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
。
道
長
が
そ
う
読
ん
だ
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。
⑻
『
国
史
大
辞
典
』「
論
義
」
の
項
参
照
（
十
四
巻
p.828
）
⑼
増
画
は
、
増
画
の
結
果
、
譌
字
と
な
る
例
が
多
い
が
、「
列
」
字
が
「
例
」
字
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
な
例
も
あ
り
、「
義
」
字
を
「
儀
」
字
と
表
記
し
た
も
の
も
一
応
増
画
と
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
⑽
「
議
所
」
の
例
も
「
叙
位
議
」
に
関
す
る
文
中
に
登
場
す
る
も
の
は
「
儀
所
」
で
あ
り
、「
除
目
」
に
関
す
る
も
の
は
「
正
書
」
の
「
議
所
」
で
あ
り
、
文
脈
に
よ
り
明
確
に
分
か
れ
て
い
た
。
⑾
『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
仮
屋
」
の
項
参
照
（
三
巻
p.1127
）
⑿
『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
借
家
・
借
屋
」
の
項
参
照
（
三
巻
p.1128
）
⒀
『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
下
襲
・
下
重
」
の
項
参
照
（
六
巻
p.753
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
六
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〇
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史
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岸
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陽
明
文
庫
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本
総
索
引
（
一
・
二
）
古
典
籍
索
引
叢
書
第
十
四
・
第
十
五
巻
』（
汲
古
書
院
一
九
九
六
年
）
・
山
中
裕
（
編
）『
御
堂
関
白
記
全
注
釈
』（
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
一
二
年
）
・
倉
本
一
宏
『
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」（
上
・
中
・
下
）』（
講
談
社
二
〇
〇
九
年
）
・
高
松
政
雄
（
一
九
六
二
）「
御
堂
関
白
記
の
実
態
│
│
主
に
表
記
の
面
か
ら
見
た
│
│
」『
国
語
国
文
三
十
一
・
九
』
・
小
山
登
久
（
一
九
七
二
）「
御
堂
関
白
記
自
筆
本
の
用
字
に
つ
い
て
│
│
和
語
の
記
し
方
を
中
心
に
」
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
文
学
科
紀
要
（
５
）』
・
佐
藤
稔
（
一
九
八
〇
）「『
御
堂
関
白
記
』
に
お
け
る
変
則
的
用
字
│
│
そ
の
実
態
を
述
べ
字
音
資
料
と
し
て
の
吟
味
に
及
ぶ
│
│
」『
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
第
三
〇
号
』
・
峰
岸
明
（
一
九
九
六
）「『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
漢
字
字
体
記
述
に
関
す
る
一
試
論
」『
横
浜
国
大
国
語
研
究
十
四
』
・
峰
岸
明
（
二
〇
〇
三
）「『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
漢
字
表
記
」『
東
京
成
徳
国
文
二
十
六
』
・
高
橋
久
子
（
二
〇
〇
四
）「
平
安
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
漢
字
の
通
用
現
象
に
就
い
て
其
二
」『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
第
２
部
門
人
文
科
学
五
十
五
』
（
や
す
だ
ひ
ろ
し
げ
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て
一
四
七
